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大麦の無葉耳遺伝子 (li )座における “正常"
複対立遺伝 子 の分化
























































瓦ぷヰと S業 '& 5~長 6業 7葉
無 葉 耳 (P) x 16 14 11 18 24 s 4.37 2.77 2.12 3.48 3.60 
岡育 3 号〈BC*〕5 32 35 30 40 67 8.45 14.14 8.47 8.31 12.28 
紫 裸 (BC*〕3 87 82 77 70 95 14.45 15.80 6.13 17.05 11.56 
Nig巾 udum(BC勺 3 119 117 106 92 108 11.84 10.32 6.88 6.15 10.03 
岡育 3 号 (p) x 117 107 89 101 103 s 7.78 5.80 5.79 3.90 5.11 
紫 裸 (p) x 119 114 106 110 128 s 14.01 8.33 6.78 5.24 7.69 
Nigrinudum (P) x 140 137 132 117 113 s 11.62 8.28 8.10 5.28 7.23 


















































































品 品開島民温 ・・哩睦;~ 1・
10 20 30 40 50 60 70 80 90 100 110 120 130 140 150 
葉舌角(度)






















2. 岡 育 3 号










21.0土0.6282 42.4土1.7191 63.5土1.7272 
21. 4土0.9569 60.0土2.5714 62.3土2.4412
22.5土0.8319 64.0土3.0905 62.7土2.4∞6
20.7土0.8556 72.3土2.5434 68.3土2.4772
































第 3表 6品種間の二面交雑の Fl雑緩に無葉耳を交雑した15の三系雑種中
葉舌角について二頂の不連続変奥を示した8雑種集団において区別
された各品種の /iへテロ型の糞舌角の平均値とその標車偏差
~共通胡 |¥ぐて 親| 下記の品種の /iヘテロ型の葉舌角
非共主主~I 岡育 3 号| 改良坊主 |コピンカタギ12213| 東 雲 [N刷叫m
48.9 53.6 97.5 岡 育 3 号 土2.2561 土2.0961 土3.1612
58.1 57.7 89.4 改 良 坊 主 土2.1119 土2.2774 土2.6296
101. 2 ヨピンカタギ
土2.ω52
22.7 24.5 98.2 コピンカタギ4号
土0.8913 土0.83∞ 土2.1181
東 雲 24.3 25.8 土0.9467 土0.7716
Nigrinudum 28.2 29.3 48.2 56.3 








48.2 54.4 55.7 96.6 
* no ‘ 
* 5%.紳 1%水準でそれぞれ有意、.
第 4表 連続的変異を示した雑種集団の平均の糞舌角度の実測値と推定値
F1 (Pl X P2) x無 葉耳 実 測値 推定値1) 差の有意性
岡 育 3 号 x改 良 坊 主 26.7土0.7635 25.8 n. s. 
岡 育 3 号 X コピンカ タ ギ 32.4土1.4646 36.6 n. s. 
改 良 坊 主 X コピン カタ ギ 34.2土1.2373 37.4 n. s. 
コピンカ タ ギ X コピγカタギ4号 49.6土1.9459 51. 3 n. s. 
コピンカ タ ギ×東 雲 41. 7土1.4745 51. 9 Slg. 
コピンカタギ4号 x東 雲 47.1土1.却50 55.1 Slg. 
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親品種の葉舌角〈度〉





るが， ここでは便宜上完全優性のときの値が1∞ %， 中間親と同じときが叩%となるよ
うに， 各品種の優位度を(町一日)/(P'l.一日)x1∞ によって計算した. ここに 乃 は無葉
耳の， また P2は各品種の葉舌角をあらわす.このようにして得た値と各品種の葉舌角と
の相関を計算すると +0.189となり，両形質問にほとんど関連のないことが見出された.
この結果は 町 と九 との相関が比較的高かったことからみるとむしろ当然のことといえ
よう.






















岡育 3号 紫 襟 Nigrinudum 
親 品 種 1∞.7土1.74∞ 121. 2土2.2745 134.9土1.3355
戻し雑種 95.5土1.4333 118.6土1.3515 126.0土1.∞46
差 5.2 2.6 8.9ホ掌
この結果によると， 同じ無業耳の遺伝的背景においても Nigrinudumのもつ+“/+“
遺伝子はもっとも葉舌角を大きくし，ついで紫裸のが僅かにこれより小さく，岡育3号の

















第 8表 共通鋭 Nigrinudumと東雲および岡育3号との交雑の F2で
分離したこ条，中間および六条型の平均の業舌角
















































10 却 30ω50 曲 70 80 
??? z 
日 本 2 1 3 5 i 9 7 2 1 30 52.7 
朝 鮮 2 1 : 3 1 1 8 53.9 
中 国 1 3 1 3 1 1 10 43.6 
印度・ネパール・チベット
1!6i2 36
8 3 4 17 71.0 
西南アジア・ト ルコ 1 4 7 1 17 64.9 
欧 州・ロシヤ 6 6 1 19 65.7 
.:x. チ オ ピ ア 3 7 1 11 73.0 





それらの結果もまた大体同じ要領で整理した. 最初に， 岡育3号と他の6品種， すなわ
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1.無 業 耳 0.7土0.1∞8
2. 岡 育 3 号 5.3土0.3116 17.9土0.6218
改 良 坊 主 5.0土0.2387* 7.8土0.5756 20.6土0.8411
コピ γ カタギ 5.3土0.2602 9.5土0.5630 9.1土0.4593 17.5土0.3726
tコピンカタギ4号 3.4土0.3412 13.5土0.5897 10.2土0.6389 21. 3土0.6443
3. 
東雲 5.2土0.3867 14.0土0.6155 14.6土0.6513 21. 7土1.0332 
紫 裸 4.8土0.25∞ 15.3土0.7401 13.9土0.9249 25.8土0.7962

























差 3.2** 0.2 2.4** 
いる.この結果によると紫裸の場合は遺伝的背景を入れかえてもほとんど葉舌角に差を示














た. その結果はー0.081となり， 両者の聞にまったく関連のないことがわかった. ここ






















第 12 表に示されたその結果によると，岡育 3 号や紫裸の場合は約 100• Nigrinudumの
場合は180も戻し雑種の方が親より大きくなっている.このことは無葉耳のもつ遺伝的背
景がこれら3品種のもつ遺伝的背景よりも葉の着生角を大きくすることを示すものと考え










行なったところ， 三条は六条よりも 7.20角度が大きく， その差は 1%水準で有意であっ
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第 13表 Nigrinudum (共通親)と東雲および岡育3号との交雑の F2で
分離したこ条，中間および六条型個体群の平均の葉の着生角
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無葉耳との Fl:右は Nigrinudum(P) 
、2
3 
附図 n (1)岡育3号， (2)紫裸， (3) Nigrinudumの業片
と業車両の接合部
いずれも左は無葉耳，右は親品種，中央はその Fl
